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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・任意入院同意書継続に関する書類が主治医のドクターファイルに入っていますので、次

回診察時に主治医から患者様への説明と同意を頂いて下さい。対象者は清水　徹様・中

村　マス様です。

・COO巡視時指摘事項について各自担当を振り分けていますのでメール確認し８/１８まで

に改善し報告できるよう期日を守り取り組み協力していきましょう。

・今後、看護記録の書式の変更に伴い看護計画を家族に説明していくこととなります。面

会時や外出・泊の際など利用し家族との情報交換等していきましょう。

・8/17種本　福松様・小林　理恵様が採血予定となっています。17日は病棟スタッフが薬局へ検体を下ろしてください。

・医療機能評価に伴いＡユニットの薬、危険物管理、Ｂユニットの患者様の嗜好品預かりについて検討しています。

→今後Ａユニットの薬、危険物は施錠できる場所がないため、Ｂユニットで管理していくこととなっています。嗜好品に関しては患者様が自己管理できるよう本人様へ返し管理方法・スタッフの状況把握方法について患者様と相談し介入していくこととなっています。

現在スタッフ管理をしている患者様に関しては担当スタッフは話合い等行い検討して下さい。

＜患者様連絡事項＞

･小林　理恵様～持参薬のリンデロン軟膏主治医許可あり本人持ちとなっています。

･蝦夷森　重男様～シンラック液処方となっています。排便状況の観察・確認して行きまし

ょう。

･出河　様～咳き込む事がありまた、咳をした際に左側胸部痛を訴え内科診察しています。レスプレン（20）3×ndE　3日分処方となっています。喫煙を控えるようにとの指導受けています。今朝排痰時に血が混入していた為、今後排痰の観察・咳・呼吸状態を確認していきましょう。咳がひどい場合は明日胸部レントゲン検査を検討するとのことです。

･新井　圭次様　長期外泊中に怠薬、不眠、自宅からいなくなり警察に保護されることがあ

り精神状態が悪化し家族対応困難となり本日8：20分お母様付き添いにて

帰院されています。自宅では薬を捨てる事あり、帰院後日直医へ報告し、

定期薬同内容を２日分臨時処方となっています。今後定期薬となります。

また、外泊中に左足下腿内側に熱傷ありエルタシン軟膏処方となってい

ます。帰院後は本人やや興奮している様子あり、落ち着かないと話され

ていますが、疎通は良好で粗暴的な様子みられず。今後精神状態、睡眠

状況等注意して観察していきましょう。

･宮本　建蔵様　姉様より外泊希望の連絡あり8/16　16時30分～8/17　17時まで外泊許可

となっています。家族連絡済みです。

･駒木　洋士様～9月5日14:00～にデイケア見学予定となっています。外泊から帰院した際

御家族へ日時を伝えて下さい。

･大久保　敏彦様～本日面会があり、家族より本人「居心地がいい」と話されているとの情報あります。また、お母様より衣類を持ってきて頂いていますが、本人こだわりがあり、要らないと拒否し受け取らず返しています。後日下着類を持ってきて頂ける様依頼しています。

･松橋　清子様～本日面会あり、本人が歯磨きねりにカビが生えている等話されご家族が理解出来ず本人へ強い口調で話すことがあり、スタッフ介入しています。今後バスタオル等は持ってくること話されていました。

＜患者様事故報告検討＞

・田端　テル様

　＜状況・経過＞8/15深夜帯で定期薬の服薬セットした際、定期薬（ケルガー）が2包が残り外泊中であるため、持たせ忘れに気付いた。

　　　　　　　　外泊はあらかじめ予定となっており8/11日には薬局より病棟へあがってきていたがＢユニットで管理しておりセットせず、処方箋も貼られていなかったため、気付かなかった。

　　　　　　　　8/11リーダーはカンファレンス・申し送り等で再三の注意を呼びかけていた。

＜今後の対策＞カルテの確認を行うこと。

　　　　　　　Ａユニットで管理しているが、今後はＢユニットでカートの中に管理して

いく。

　　　　　　　外泊時の薬セット者・確認者はカルテ参照し再度確認して行く。

今後も同様の事故が起こらない様危険意識を持ち業務を遂行していきましょう。

・新井　圭次様

＜状況・経過＞8/11～8/16まで外泊のため、お姉様の迎えあり、スタッフより長期外泊に伴い家族の希望もあり、外泊中の電話連絡を入れ状況確認することとなっていた。また、外泊中の注意事項、服薬に関しては説明を行った。

　　　　　　　スタッフ再度では、2日に1回程度の連絡を入れて行く事とした。

　　　　　　　8/12準夜帯で連絡を入れたところ、お母様より「暑くてゴロゴロしています。薬はちゃんと飲めています。」との情報ありました。

　　　　　　　8/14準夜帯ではお母様より、「2～3日前から全然飲んでません。もう落ち着き無くてウロウロして…。御飯もほとんどたべてない。水は暑いから少しは飲めてますけど。いくら病院に連れてい行こうと思っても本人が16日で無いと帰らないって言うし、だからそれまでは家で面倒みます。」との情報ありました。主治医へ上記状態を報告し様子観察の指示ありました。

　　　　　　　8/15　7：00深夜帯にてお母様より電話あり、昨日23時に本人が家にいないことに気付き、お母様が近所を捜索するがみつからず。警察へ連絡した所保護しているとの事で、一度帰宅するが一睡もしていない状態で黙って横になっているとのこと。本日午前中に帰院すると連絡が入る。

　　　　　　　　　8：20お母様付き添いにて帰院される。薬は全て捨ててしまったとのこと。衣類は下着のみ持参されている。帰院後は落ち着かない状態であるが疎通は良好。食事・服薬の拒否はない。棟内を歩き回ったり、一定の場所で過ごせず、ウロウロしている。粗暴的となることはない。

＜今後の対策＞以前も外泊より帰院された際に軽度興奮状態で落ち着きなく、ウロウロしていることがあった。

外泊中はお姉様が出かけることは話していたが、迎えに来てすぐに東京へ戻られた為、お母様と二人であった様子。お母様も高齢であり、本人の面倒を把握しきれていなかったため、今後は外泊期間の検討、病気・薬に関する家族への理解を促し協力して頂ける様介入必要があると考える。

お盆外泊に伴い事故が2件発生しています。今後同様間違いが無いよう再度危険意識を持ち業務が煩雑にならない様注意して行きましょう。
